




















































































中部本島部 1,356 4,423 031
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1981 7,063 8.0 567 2,214 4.5 100 13,170 6.9 911 22,447 7.0 1,578
1982 6,828 7.8 531 2,058 5.1 106 12,666 6.9 869 21,552 7.0 1,506
1983 鯵 8.0 694 1,082 5.8 105 12,332 7.4 914 22,865 7.5 1,713
1984 8,005 8.6 690 2,375 5.6 134 12,291 7.2 885 22,671 7.5 1,708













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998




































































































































































































































































































































































































































































































































































1974 1977 1980 1983 1986 1989 1992 1995 1998
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一方で、近年の沖縄では、アメリカ軍基地の移転に伴う新しい基地の建設と引き替えに、「北
部振興策」などと称して、年間100億円、10年間で1,000億円も投入するという政府方針が示さ
れている。基地のためなら理屈を通り越してもカネを出すが、苦境に立つ農家のためには何も
しないということで、すまされるのだろうか。年間100億円あれば、沖縄県のすべての（北部
だけでなく）さとうきびのトン当たり価格を、現在の2万円から3万円にすることができるの
である（総量は100万トン)。そうすれば農村には活気が戻る。農村に活気を取り戻すことをせ
ずに、「北部振興」などありうるはずがない。
